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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

西部簡易水道第２水源（田内）

公債費償還及び実質公債費比率の推移

青
あおやま
山　英

ひでき
樹　議員

水
道
料
金
は
、
な
ぜ
高
い
の
か

答 
水
量
が
豊
富
で
良
質
な
自
己
水
源
が
な
い

青
山　
矢
吹
町
の
水
道
料

金
は
、
白
河
・
西
白
河
地

方
で
一
番
高
い
。
町
長
は

使
用
水
量
20
立
方
メ
ー
ト

ル
の
料
金
を
説
明
す
る

が
、
あ
ま
り
に
も
生
活
実

態
と
か
け
離
れ
て
お
り
生

活
感
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ど
れ
ほ
ど
の
高
料
金

で
あ
る
か
を
示
し
、
加
え

て
高
料
金
の
理
由
を
お
尋

ね
す
る
。

町
長　
水
道
料
金
の
算
定

方
法
は
、
各
自
治
体
で
異

な
り
、
本
町
の
水
道
料
金

は
、
白
河
市
、
西
白
河
郡

と
比
較
す
る
と
最
も
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
県

内
で
比
較
す
る
と
中
間
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
平
成

13
年
よ
り
白
河
地
方
用
水

企
業
団
よ
り
受
水
を
開
始

し
、
受
水
開
始
以
前
の
１

上
水
道
事
業
、
４
簡
易
水

道
事
業
の
運
営
に
よ
り
町

内
各
地
に
給
水
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
下
水
の
豊

富
な
水
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
た
め
受

水
開
始
以
降
も
、
水
源
施

設
、
浄
水
施
設
、
送
水
施

設
、
排
水
施
設
等
の
統
廃

合
等
を
行
い
、
整
理
し
た

こ
と
に
よ
り
固
定
資
産
台

帳
合
計
金
額
で
約
63
億
円

と
多
額
の
資
産
を
保
有
し

て
い
る
た
め
、
他
自
治
体

よ
り
資
本
費
が
高
額
な
こ

と
と
、
水
量
豊
富
で
良
質

な
水
質
の
自
己
水
源
が
確

保
で
き
な
い
状
況
で
、
資

本
投
資
が
抑
え
ら
れ
な
い

た
め
で
あ
り
ま
す
。

財政規律は、働いているのか
答 財政規律を踏まえた行政運営に取り組む

青
山　

国
保
へ
の
支
援

は
、
減
る
一
方
、
収
め
る

国
保
税
は
上
限
が
９
年
間

で
27
万
円
上
昇
し
、
89
万

円
。
借
金
は
、
10
年
前
の

規
模
に
戻
り
実
質
公
債
費

比
率
は
約
13
％
と
他
自
治

体
の
２
倍
。
水
道
料
も
高

く
、
箱
物
よ
り
も
他
に
や

る
こ
と
が
あ
る
の
で
な
い

か
と
の
声
が
あ
る
。
財
政

規
律
の
有
無
と
そ
れ
を
ど

う
働
か
せ
る
か
伺
う
。

町
長　
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
あ
た
り
、
そ
の
根
拠

と
な
る
の
は
財
政
で
あ

り
、
財
政
規
律
の
下
で
健

全
な
財
政
を
運
営
し
て
い

く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
町

民
に
寄
り
添
い
、
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
す
基
礎

的
自
治
体
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
、
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
、

町
民
生
活
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
柔
軟
性
を
持

ち
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
を
構
築
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。
財
政
の

健
全
化
、
財
政
規
律
を
踏

ま
え
た
行
政
運
営
を
原
点

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
と
行
財
政
運
営
の
取

り
組
み
を
一
体
化
し
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
町
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町

民
に
寄
り
添
い
、
町
民
満

足
度
の
高
い
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。




